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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 13 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしました

のでお知らせいたします。 

記 

 

平成 22 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり

当期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

163,000

百万円

△12,500

百万円

△13,000

百万円 

△14,500 

円 銭

△57.56

今回発表予想（B） 154,390 △320 △730 △6,330 △25.13

増減額（B-A） △8,610 12,180 12,270 8,170 ― 

増減率（%） △5.3 ― ― ― ― 

（ご参考）前年同期実績 

（平成 21年 3月期第 2四半期） 
200,446 △7,578 △8,484 △9,554 △37.92

 

【修正の理由】 

 売上高については、主に遊技機事業において計画を下回る見込みです。パチスロ販売台数が計画値 4

万台に対して 5.7万台となる一方、パチンコ販売台数が計画値 22万台に対して 16.7万台となることが

主な要因です。 

営業利益については、遊技機事業、アミューズメント機器事業、アミューズメント施設事業およびコ

ンシューマ事業において、計画を上回る見込みです。遊技機事業においては、パチンコの盤面販売比率

が上昇したことに加え、パチンコと比較して利益率の高いパチスロの販売台数が想定を上回る推移をし

たこと、ならびにパチンコ、パチスロともに販売価格が上昇したこと等により利益率が改善いたしまし

た。また、研究開発費や販売手数料を中心に、営業費用が減少いたしました。アミューズメント機器事

業においては、主に利益率の高い主力タイトルの販売および稼動が好調に推移いたしました。アミュー

ズメント施設事業においては、店舗ポートフォリオの見直しや営業費用の削減に取り組みました。コン

シューマ事業においては、費用として見込んでいた一部のコンテンツ制作費の計上が下期以降に繰り延

べられました。 

 

以上の結果、連結売上高 1,543億円（前回発表値と比較して 86億円の減少）、営業損失 3億円（前回

発表値と比較して121億円の収益改善）、経常損失7億円（前回発表値と比較して122億円の収益改善）、

当期純損失 63億円（前回発表値と比較して 81億円の収益改善）を見込みます。 

 

なお、平成 22年 3月期通期連結業績予想につきましては、第 3四半期以降に計画する主力製品の販
売動向を見極める必要があるため、現時点での修正はございません。 
 
※本資料内に記載した業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


